
●
特
集
／
残
っ
た
餅
が
大
変
身
！
お
餅
ア
レ
ン
ジ
レ
シ
ピ

●
ほ
う
さ
く
C
l
u
b
！
／
種
ま
き
の
コ
ツ

●
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す「
山
口
大
根
の
会
の
山
口
大
根
編
」





　
Ｊ
Ａ
丸
子
地
区
事
業
部
は
12
月
30
日
、Ｊ
Ａ
塩
川
店
多
目
的
ホ
ー

ル
で「
キ
ッ
ズ
冬
の
お
楽
し
み
会
」を
開
き
ま
し
た
。小
学
生
34
人
が

参
加
し
、臼
と
き
ね
を
使
っ
た
餅
つ
き
大
会
や
、じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
な

ど
を
し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
餅
つ
き
大
会
で
は
、ふ
か
し
た
て
の
も
ち
米
を
試
食
し
た
後
、全
員

が
交
代
で
餅
つ
き
を
体
験
。臼
を
囲
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
、米
が
つ
ぶ

れ
て
餅
に
な
っ
て
い
く
様
子
を
興
味
深
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昼
食
に
は
、自
分
た
ち
で
つ
い
た
餅
に
、あ
ん
こ
、す
り
ご
ま
を
付

け
て
食
べ
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は「
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。お
母

さ
ん
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
」な
ど
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
東
部
地
区
事
業
部
は
12
月
14
、15
日

の
2
日
間
、東
御
市
祢
津
の
東
部
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
敷
地
内
で
、恒
例
の
年
末
感
謝
祭
を

開
き
ま
し
た
。鮭（
さ
け
）、酢
だ
こ
、数
の
子
、

ゴ
ボ
ウ
、ミ
カ
ン
な
ど
の
正
月
用
品
の
販
売
や

福
引
抽
選
会
に
約
4
0
0
0
人
が
来
場
し
、

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
年
取
り
魚
の「
新
巻
鮭
」は
、こ
の
日
選
ん

だ
鮭
を
好
み
の
サ
イ
ズ
に
切
り
分
け
て
、年

末
に
自
宅
ま
で
届
け
る
サ
ー
ビ
ス
が
好
評

で
、毎
年
、大
勢
の
人
が
こ
の
祭
り
を
待
っ
て

買
い
求
め
て
い
ま
す
。

　
海
外
の
衣
料
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
届

け
る
目
的
で
同
時
開
催
し
て
い
る「
古
着
リ

サ
イ
ク
ル
回
収
」も
好
評
で
、3
0
0
人
を
超

え
る
人
が
古
着
を
持
ち
込
み
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
よ
だ
く
ぼ
南
部
地
区
事
業
部
は

12
月
20
日
、年
末
の「
お
買
い
物
ツ
ア
ー
」

を
行
い
ま
し
た
。ツ
ア
ー
参
加
を
目
的
に

「
お
買
い
物
積
立（
定
期
積
金
）」を
し
て

い
る
人
が
対
象
で
、今
回
は
長
久
保
、大

門
、古
町
、武
石
、和
田
の
各
地
区
か
ら
27

人
が
参
加
。バ
ス
で
東
京
都
の
築
地
場
外

市
場
に
向
か
い
、海
産
物
な
ど
の
買
い
物

や
、有
名
す
し
店
で
の
昼
食
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
参
加
者
は「
市
場
と
い
う
独
特
の
雰
囲

気
の
中
で
買
い
物
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」「
マ
グ
ロ
を
買
い
ま
し
た
。孫
の
喜
ぶ

顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
」「
い
い
買
い
物

が
で
き
た
。思
い
切
っ
て
参
加
し
て
よ
か
っ

た
」な
ど
と
、満
足
そ
う
に
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
塩
田
地
区
事
業
部
は
12
月
21
日
、モ

ル
テ
ィ
し
お
だ
で
恒
例
の「
こ
ど
も
お
楽
し
み

会
」を
開
き
ま
し
た
。園
児
や
小
学
生
30
人
が

参
加
し
、工
作
や
料
理
、ゲ
ー
ム
な
ど
を
し
て

楽
し
み
ま
し
た
。昼
食
に
は
、自
分
た
ち
で
作

っ
た
ミ
ニ
ケ
ー
キ
寿
司
と
、Ｊ
Ａ
女
性
部
役
員

手
作
り
の
米
粉
シ
チ
ュ
ー
な
ど
の
料
理
を
味

わ
い
ま
し
た
。

　
昼
食
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、生
ク
リ
ー
ム

な
ど
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
蒸
し
ケ
ー
キ

作
り
を
行
い
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。子
ど
も
た
ち
は「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
来
た
い
」「
工
作
も
ビ
ン
ゴ
も
面
白
か
っ

た
。米
粉
シ
チ
ュ
ー
も
お
い
し
か
っ
た
」と
笑

顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
川
西
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
産
業
の
振
興
部

会
は
Ｊ
Ａ
西
部
地
区
事
業
部
と
協
力
し
、地

域
で
放
置
さ
れ
て
い
る
渋
柿
を
活
用
し
よ
う

と
、2
0
1
7
年
か
ら
干
し
柿
作
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。10
月
に
収
穫
し
た
柿
を
、皮

を
む
い
て
干
し
、11
月
に
成
形
し
て
製
品
化
。

12
月
に
は
埼
玉
県
所
沢
市
で
開
か
れ
た「
農

産
物
直
売
と
こ
と
こ
市
」と
地
元
の
農
産
物

直
売
所
が
開
い
た「
い
ず
み
の
里
り
ん
ご
祭
」

で
販
売
し
ま
し
た
。　

　
売
れ
行
き
は
好
調
で
、「
と
こ
と
こ
市
」で

は
約
1
0
0
パ
ッ
ク
用
意
し
た
干
し
柿（
7
〜

8
個
入
り
）が
あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
し
ま
し

た
。同
委
員
会
は「
川
西
地
区
の
特
産
と
な
る

よ
う
、こ
れ
か
ら
も
研
究
を
重
ね
て
い
き
た

い
」と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　
真
田
地
区
の
リ
ン
ゴ
農
家
と
Ｊ
Ａ
真
田
営

農
セ
ン
タ
ー
は
12
月
21
、22
日
、神
奈
川
県
藤

沢
市
の
Ｊ
Ａ
さ
が
み
が
運
営
す
る
フ
ァ
ー
マ

ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト「
わ
い
わ
い
市
藤
沢
店
」で
、

リ
ン
ゴ
の
販
売
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
取
り
組

み
は
、降
ひ
ょ
う
に
よ
り
同
地
区
の
リ
ン
ゴ
が

大
き
な
被
害
を
受
け
た
2
0
1
7
年
、上
田

市
の
姉
妹
都
市
の
鎌
倉
市
か
ら
同
店
を
紹
介

さ
れ
、ひ
ょ
う
害
リ
ン
ゴ
を
販
売
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。　

　「
信
州
う
え
だ
の
リ
ン
ゴ
は
味
が
良
い
」と

評
判
で
、3
年
目
と
な
る
今
回
は
、自
家
用
の

サ
ン
ふ
じ
の
販
売
を
中
心
に
、き
の
こ
や
ド
ラ

イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の
加
工
品
も
販
売
し
、真

田
ブ
ラ
ン
ド
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
上
田
東
地
区
事
業
部
は
12
月
13

日
、上
野
が
丘
公
民
館
で「
包
丁
研
ぎ
講
習

会
」を
開
き
ま
し
た
。20
人
が
参
加
し
、自

宅
か
ら
持
参
し
た
包
丁
と
砥
石
を
使
っ

て
、包
丁
研
ぎ
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
講
師
は
、Ａ・コ
ー
プ
店
で
鮮
魚
担
当
を

経
験
し
た
こ
と
の
あ
る
Ｊ
Ａ
職
員
2
人
が

担
当
。研
ぎ
方
の
基
本
を
説
明
し
な
が
ら

実
演
し
た
後
、包
丁
の
握
り
方
や
砥
石
に

当
て
る
刃
の
角
度
な
ど
、プ
ロ
の
技
を
参

加
者
に
手
ほ
ど
き
し
ま
し
た
。

　
野
菜
を
試
し
切
り
し
た
参
加
者
は「
自

己
流
で
研
い
で
い
る
の
で
す
ぐ
切
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。こ
つ
を
教
わ
っ
て
よ
か
っ

た
」「
さ
び
て
い
た
包
丁
が
切
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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12月中旬、山口大根を栽培する山口大根の会の畑におじゃ
ましました。

今回おじゃましたJA職員

山口大根について

祝！「信州の伝統野菜」に認定

上田市

 山口大根を20アール栽培。

山口大根の会の山口大根編

体験した2人に
感想をききました！

「『山口大根の種を守る』というのが山口大根の会の使命です。この思いに多
くの方が賛同してくれて、だんだんと山口大根の認知度も上がってきました。
会員の高齢化も深刻になっていますが、長野大学の学生さんなど若い人が一
緒に活動してくれているので心強いです。今後、脈々と受け継がれてきた山口
大根の種を、一緒に守ってくれる人が増えてくれたらうれしいです」

「山口地域はリンゴの生産が盛ん
な地域で、『山口大根の会』の会
員も地元の果樹農家の皆さん。
山口大根の収穫はリンゴの収穫
で大変忙しい時期と重なります
が、今回の体験を通して伝統野菜
の維持・普及に取り組む皆さん方
の連帯感と強い絆を感じました」

「山口大根は短く、下が膨らんで
いる特徴的な形をしていました。
短いため簡単に抜けますが、屈ん
だ体勢での作業は大変だと思い
ました。葉を切り落とす作業で
は、切り過ぎてしまわないように、
茎と根の境目を見極めるのが難
しかったです」

翠川さん中村店長

最後に清水会長にインタビュー 農業への思い

ＪＡ職員が農家を訪問し、農畜産物についての知識を教わり、体感する企画。
JA JA

JA JA

JA職員の 農家訪問記JA職員の 農家訪問記

山口大根の会

上田東地区事業部付
翠川　友香さん

ＪＡ信州うえだ　
上田東支所　神科店
店長　中村　泉さん

上田東地区事業部付
翠川　友香さん

ＪＡ信州うえだ　
上田東支所　神科店
店長　中村　泉さん

　上田市上田の山口地域で400年ほど前から栽培され
ているといわれる山口大根の種を守るため、2003年に
地域の有志が山口大根の会を発足。はじめは同地域の農
家のみで栽培していたが、栽培の輪は徐々に広がり、農業
をしたことのない地域住民も遊休地を活用して栽培して
いる。現在は18人の会員と同会の女性協力隊13人で活
動しており、地域住民や長野大学の学生、協力団体などと
共に山口大根の栽培や普及に取り組んでいる。

山口大根は15～20㎝
ほどの大きさで、電球の
ような形とネズミのよう
な尻尾が特徴のかわい
らしい大根です。上田市
上田の山口地域で約
400年前から栽培され
てきたといわれていま
すが、リンゴへの転作な
どによって生産者が減
り、一時は生産者が1戸
にまで減少してしまい
ました。

（右）会長の清水 政明さん（71歳）
（左）副会長の清水  一明さん（71歳）

しみず　     まさあき

しみず　        かずあき

（右）会長の清水 政明さん（71歳）
（左）副会長の清水  一明さん（71歳）

しみず　     まさあき

しみず　        かずあき

JA

JA

JA

JA

JA

JA

歴史ある山口大根、
絶やすわけにはいかないぞ！

2本一気に抜いちゃおうかな♪

こうして代々
受け継がれていくんだなぁ

山口大根の会は種まきの時期を2回に分けているので、収穫も2回
行います。この日は2回目の収穫日で、山口大根の会の会員や女性
協力隊の他、長野大学の学生や有志も収穫作業に参加しました。

収穫した山口大根は運搬機で1カ所に集め、
包丁で葉を切っていきます。

収 穫 作 業

山口大根の自家採種

収 穫 作 業
どんどん引き抜いていきます !

きれいに洗った山口大
根は、切り干し大根に
加工し、地元のおやき
販売店などへ卸しま
す。また、青果も11月
～1月中旬の間、当JA
直売所のうえだ食彩
館ゆとりの里農産物直
売所とマルシェ国分へ
出荷しています。

葉を切ったら水洗いします。

山口大根の会は収穫した山口大根の中から大きさや
形が良いものを選んで伏せ込み、翌年の夏に種を採
るという、自家採種を行っています。採った種はその
年の秋にまた畑にまきます。

山口大根の会の活躍により、2010年に山口大根が、長野県が認定する「信州の伝統野
菜」に登録されました。「信州の伝統野菜」は、長野県内で栽培されている野菜で「来歴」

「食文化」「品種特性」の3項目が一定の基準を満たしたものにのみ認定されます。

JA

すごい！
おめでとう
ございます！！

どっちも
食べてみたい！！

JA





年
金
相
談

ロ
ー
ン
相
談

場　所 時　間 お問い合せ先等

税
務
相
談

結
婚
相
談

介
護
相
談

期　日

お問い合わせ先　プレミアムサロン　☎23-1145●プレミアムサロン　※平日、第4土曜日  午前9時～午後5時

毎週（月）～（金）
（祝日は除く）

本所（ハニーウェル）

午前８時３０分
～午後４時

福祉相談センター ☎39-7702

総務企画部くらしの相談課
☎23-4040

福祉相談センター

出会いのオアシス事務局★予約制
※事前に右記の事務局
に予約してください。

本所（ハニーウェル）
午前9時30分～
午後4時30分

信用部推進課 ☎25-8000
★予約制　
※相談内容と希望時間をご連絡ください。

●2月 6日（木）東塩田店　●2月13日(木）滋野店・川辺店　●2月18日(火)西内店　　　　  
●3月12日（木）神科店・和田店  ※相談時間：午前9時30分～午後3時

お問い合わせ先　
ローン営業センター　  0120-738-055
または各支所・店まで

2月  4日（火）
2月12日（水）
2月18日（火）
2月25日（火）
3月  3日（火）

2月  8日（土）　　　　　
2月22日（土）
3月14日（土）

○ローン営業センター
○東御支所

○川辺店
○本原店
○丸子支所
○よだくぼ南部支所
○各支所

平日・土・日
毎週土曜日

2月22日(土）
2月22日(土)
2月22日（土）
2月15日(土)
平日

午前9時～午後5時
午前9時～午後5時

午前9時～午後5時
午前9時～午後5時
午前9時～午後5時
午前9時～正午
午前8時30分～午後5時

2月1日（土）は休業いたします。

（2月の第4土曜日は休業いたします）

　増税により消費税が10％になり、自動車購入時の負担が増加しました。「車の買い替えはもう少し後にしようかな」と
お悩みの方に情報です。
　昨年10月1日より、これまでの自動車取得税が廃止され新たに「環境性能割」が導入されました。これは、自動車の燃
費性能等に応じて非課税、1％、2％、3％の4段階で負担税率が設定されているものです。導入から1年間（2019年
10月1日～2020年9月30日まで）は増税の対応措置として、環境性能割の税率1％分が軽減さ
れます。（例：負担税率2％→1％、1％→非課税）
　消費税は増税となりましたが負担が軽減されるものもあります。期間中にぜひご購入を検討して
みてはいかがですか？



　日照量が多く、降水量が少ない環境に恵まれた上小地域は、古くから花の産地として栄えてきました。そんな花の生育に適
した当地域で、退職を機に花き栽培を始めてみませんか。興味のある方は、下記講座にお気軽にご参加ください。

3月14日（土）　午前10時～正午
ＪＡ信州うえだ農産物流通センター（上田市殿城80番地）
近々退職される方で、花き栽培に興味のある方
市場出荷向けの花き栽培農家として就農意欲のある方
（夫婦での参加も大歓迎）
①上小地域の花き栽培について
②「年金＋α」の農業経営について
③主な花き品目の生産性と収益性、作業スケジュールについて
④定年就農花き生産者の取り組み事例紹介

上田農業改良普及センター普及指導員、ＪＡ全農長野　
ＪＡ信州うえだ営農技術員
無料
3月10日（火）までに上田地域振興局農政課（担当：林）まで
上田市材木町1－2－6　
上田合同庁舎4階　TEL：25－7126　FAX：27－2136






